
発行者 徳島県

徳 島 県 報 発行所 徳島県監察局

法制文書課

定期第２４９号 令和２年１０月９日発行

目 次

【告示】

番 号 表 題 担当課名

６１６ 特定調達契約について一般競争入札により 管財課

落札者を決定した件

６１７ 指定障害福祉サービス事業の廃止について 障がい福祉課

届出があった件

６１８ 農用地利用配分計画を認可した件 農林水産総合技術

支援センター

６１９ 土地改良区の定款の変更を認可した件 農林水産基盤整備局

農山漁村振興課

６２０ 令和２年度砂利採取業務主任者試験を実施 河川整備課

する件

６２１ 特定調達契約について随意契約の相手方を 教育委員会

決定した件

６２２ 特定調達契約について一般競争入札により 同

落札者を決定した件

【病院局告示】

番 号 表 題 担当課名

７ 歳入の徴収の事務を私人に委託した件

【海区漁業調整委員会指示】

番 号 表 題 担当課名

５ 全長２０センチメートルを超えるうなぎを

採捕することを禁止する区域及び期間を指

示する件



【海区漁業調整委員会指示】

番 号 表 題 担当課名

６ 押網を船舶に積載することを禁止する件

【内水面漁場管理委員会指示】

番 号 表 題 担当課名

２ 全長２０センチメートルを超えるうなぎを

採捕することを禁止する区域及び期間を指

示する件

３ 押網を船舶に積載することを禁止する件

４ 水産動植物を採捕すること及び漁場の使用

を禁止する件



徳
島
県
告
示
第
六
百
十
六
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
落
札
者
を
決
定
し
た
の

で
、
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第

三
百
七
十
二
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
九
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

落
札
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

令
和
二
年
度
整
備
教
育
用
パ
ソ
コ
ン

一
式

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
経
営
戦
略
部
管
財
課

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

三

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
二
年
七
月
三
十
日

四

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

四
国
通
建
株
式
会
社
徳
島
支
店

徳
島
市
東
吉
野
町
一
丁
目
一
〇
番
地
の
一

五

落
札
金
額

七
千
六
百
七
十
八
万
円

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

七

一
般
競
争
入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日

令
和
二
年
六
月
十
日



徳
島
県
告
示
第
六
百
十
七
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
十
月
九
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
事
業
所

サ
ー
ビ
ス
の

廃
止
の
届
出

廃

止

名

称

所

在

地

名

称

所

在

地

種

類

の

受

理

日

年

月

日

有
限
会
社
訪
問
介
護
つ

美
馬
市
脇
町
字
段
一
六
三
番
地

有
限
会
社
訪
問
介
護
つ

美
馬
市
脇
町
字
段
一
六
三
番
地

居
宅
介
護

令
和
二
年
八
月

令
和
二
年
九
月

く
し

二

く
し

二

重
度
訪
問
介
護

三
十
一
日

三
十
日



徳
島
県
告
示
第
六
百
十
八
号

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り

公
告
す
る
。

令
和
二
年
十
月
九
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
者

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
土
地

氏
名
又
は
名
称

住

所

所

在

面

積

（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

株
式
会
社
日
和
フ
ァ
ー

阿
南
市
長
生
町
次
郎
丸

阿
南
市
長
生
町
久
保
田

八
、
七
二
六
・
〇
〇

ム

三
番
地
一

一
九
番
ほ
か
十
五
筆

二

認
可
年
月
日

令
和
二
年
十
月
九
日



徳
島
県
告
示
第
六
百
十
九
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
改

良
区
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
二
年
十
月
九
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

土

地

改

良

区

の

事

務

所

の

所

在

地

及

び

名

称

認

可

年

月

日

鳴
門
市
大
麻
町

令
和
二
年
九
月
十
六
日

大
麻
土
地
改
良
区



徳
島
県
告
示
第
六
百
二
十
号

砂
利
採
取
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
七
十
四
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
二
年

度
砂
利
採
取
業
務
主
任
者
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
二
年
十
月
九
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

試
験
の
日
時

令
和
二
年
十
一
月
十
三
日
（
金
曜
日
）
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

二

試
験
の
場
所

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
庁
八
階
八
〇
二
会
議
室

三

受
験
願
書
の
受
付
期
間

令
和
二
年
十
月
十
九
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
三
十
日
（
金
曜
日
）
ま
で
（
土
曜
日
及
び
日
曜
日
を

除
く
。
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
消
印
が
あ
れ
ば
受
け
付

け
る
。

四

受
験
願
書
の
用
紙
の
請
求
先

徳
島
県
県
土
整
備
部
河
川
整
備
課
、
徳
島
県
東
部
県
土
整
備
局
及
び
徳
島
県
総
合
県
民
局
県
土
整
備

部
五

受
験
願
書
の
提
出
先

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
県
土
整
備
部
河
川
整
備
課

六

受
験
手
続

受
験
願
書
（
砂
利
採
取
業
者
の
登
録
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
八
十
号

）
様
式
第
九
に
よ
る
も
の
）
に
写
真
（
受
験
願
書
提
出
前
六
箇
月
以
内
に
撮
影
し
た
正
面
上
半
身
像
で

、
そ
の
裏
面
に
、
撮
影
年
月
日
、
氏
名
及
び
年
齢
を
記
載
し
た
も
の
）
を
添
付
し
て
提
出
す
る
こ
と
。

七

受
験
手
数
料

八
千
百
円
（
そ
の
額
に
相
当
す
る
額
の
徳
島
県
収
入
証
紙
を
受
験
願
書
に
貼
付
す
る
こ
と
。
）

八

そ
の
他

こ
の
試
験
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
徳
島
県
県
土
整
備
部
河
川
整
備
課
（
電
話
○
八
八
―
六
二
一
―

二
六
二
七
）
へ
す
る
こ
と
。



徳
島
県
告
示
第
六
百
二
十
一
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
地
方

公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十

二
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
九
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

契
約
に
係
る
物
品
等
の
名
称

徳
島
県
立
中
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
前
期
課
程
）
・
特
別
支
援
学
校
（
小
中
学
部
）
及
び
市
町
村

立
小
中
学
校
学
習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ

Ｏ
Ｓ
端
末
）
機
器
一
式

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
教
育
委
員
会
教
育
政
策
課
政
策
調
整
担
当

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

三

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

令
和
二
年
八
月
二
十
四
日

四

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

ア
ジ
ア
合
同
会
社

吉
野
川
市
鴨
島
町
知
恵
島
一
三
二
○
番
地
一
六

五

契
約
金
額

四
万
四
千
五
百
五
十
円

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

七

随
意
契
約
に
よ
る
理
由

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
二
第
一
項
第
八
号



徳
島
県
告
示
第
六
百
二
十
二
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
落
札
者
を
決
定
し
た
の

で
、
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第

三
百
七
十
二
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
九
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

落
札
に
係
る
物
品
等
の
名
称

徳
島
県
立
中
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
前
期
課
程
）
・
特
別
支
援
学
校
（
小
中
学
部
）
及
び
市
町
村

立
小
中
学
校
学
習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

Ｏ
Ｓ
端
末
）
機
器
一
式

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
教
育
委
員
会
教
育
政
策
課
政
策
調
整
担
当

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

三

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
二
年
八
月
二
十
四
日

四

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

四
国
通
建
株
式
会
社
徳
島
支
店

徳
島
市
東
吉
野
町
一
丁
目
一
○
番
地
の
一

五

落
札
金
額

四
万
千
二
百
五
十
円

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

七

一
般
競
争
入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日

令
和
二
年
七
月
十
四
日



徳
島
県
病
院
局
告
示
第
七
号

地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
九
十
二
号
）
第
三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
令

和
二
年
十
月
一
日
次
の
と
お
り
私
人
に
歳
入
の
徴
収
の
事
務
を
委
託
し
た
。

令
和
二
年
十
月
九
日

徳
島
県
病
院
事
業
管
理
者

香

川

征

委

託

し

た

事

務

委

託

し

た

私

人

徳
島
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十

株
式
会
社
ソ
ラ
ス
ト

九
年
徳
島
県
条
例
第
三
十
七
号
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定

す
る
使
用
料
及
び
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
使
用
料
又
は

手
数
料
の
徴
収
の
事
務
（
徳
島
県
立
中
央
病
院
に
係
る
も

の
に
限
る
。
）



徳
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
五
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
区

域
及
び
期
間
に
お
い
て
全
長
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
う
な
ぎ
を
採
捕
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。

令
和
二
年
十
月
九
日

徳
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会
長

岡

本

彰

一

禁
止
す
る
区
域

徳
島
海
区
（
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
し
て
一
体
を
成
す
水
面
）

二

禁
止
す
る
期
間

令
和
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

指
示
の
適
用
除
外

こ
の
指
示
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

１

徳
島
県
漁
業
調
整
規
則
（
昭
和
四
十
年
徳
島
県
規
則
第
五
号
）
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
知
事
の
許
可
を
受
け
た
者
が
、
当
該
許
可
の
範
囲
内
で
採
捕
す
る
場
合

２

国
の
機
関
又
は
地
方
公
共
団
体
（
大
学
等
の
試
験
研
究
機
関
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
、
う
な

ぎ
に
係
る
調
査
又
は
試
験
研
究
を
目
的
と
し
て
採
捕
す
る
場
合
（
当
該
国
の
機
関
又
は
地
方
公
共
団

体
か
ら
、
委
託
、
補
助
そ
の
他
の
関
与
を
受
け
て
い
る
場
合
を
含
む
。
）
で
、
当
該
採
捕
を
行
う
三

日
前
ま
で
に
徳
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
へ
届
出
を
行
っ
た
場
合

四

指
示
の
有
効
期
間

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
は
、
令
和
二
年
十
月
九
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。



徳
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
六
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
押
網
（

徳
島
県
漁
業
調
整
規
則
（
昭
和
四
十
年
徳
島
県
規
則
第
五
号
）
第
三
十
七
条
第
四
号
に
規
定
す
る
漁
具
（

以
下
「
当
該
漁
具
」
と
い
う
。
）
）
を
船
舶
に
積
載
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
九
日

徳
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会
長

岡

本

彰

令
和
二
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
令
和
三
年
四
月
十
五
日
ま
で
の
間
は
、
当
該
漁
具
を
船
舶
に
積
載
し
て

は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
当
該
漁
具
が
積
載
さ
れ
た
船
舶
を
運
航
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得

な
い
理
由
に
よ
り
、
当
該
漁
具
を
船
舶
に
積
載
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
日
の
三
日
前
ま
で
に
徳
島
海
区

漁
業
調
整
委
員
会
に
別
記
様
式
に
よ
る
届
出
書
を
提
出
し
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。



（別記様式）

押網漁具の船舶への積載に関する届出書

令和 年 月 日

徳島海区漁業調整委員会会長 殿

住所

氏名 印

令和２年１０月９日付け徳島海区漁業調整委員会指示第６号の規定に基づ

き，次のとおり届け出ます。

なお，網枠と網とは，分離した上，積載いたします。

１ 押網漁具を船舶に積載する理由（具体的に記載のこと。）

２ 積載予定期間

３ 航行予定区域

４ 届出の対象船舶等

(1)船名

(2)漁船登録番号，船舶検査済票の番号又は船舶番号

(3)総トン数又は船舶の長さ

(4)船舶所有者の住所，氏名

(5)運航責任者の住所，氏名

(6)押網漁具の所有者の住所，氏名



徳
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
指
示
第
二
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
三
十
条
第
四
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
次
の
区
域
及
び
期
間
に
お
い
て
全
長
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
う
な
ぎ
を
採
捕

す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。

令
和
二
年
十
月
九
日徳

島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

会
長

松

尾

國

玄

一

禁
止
す
る
区
域

徳
島
県
内
の
河
川
等
の
内
水
面
（
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
し
て
一
体
を
成
す
水
面
）

二

禁
止
す
る
期
間

令
和
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

指
示
の
適
用
除
外

こ
の
指
示
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

１

徳
島
県
内
水
面
漁
業
調
整
規
則
（
昭
和
四
十
年
徳
島
県
規
則
第
六
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
知
事
の
許
可
を
受
け
た
者
が
、
当
該
許
可
の
範
囲
内
で
採
捕
す
る
場
合

２

国
の
機
関
又
は
地
方
公
共
団
体
（
大
学
等
の
試
験
研
究
機
関
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
、
う
な

ぎ
に
係
る
調
査
又
は
試
験
研
究
を
目
的
と
し
て
採
捕
す
る
場
合
（
当
該
国
の
機
関
又
は
地
方
公
共
団

体
か
ら
、
委
託
、
補
助
そ
の
他
の
関
与
を
受
け
て
い
る
場
合
を
含
む
。
）
で
、
当
該
採
捕
を
行
う
三

日
前
ま
で
に
徳
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
へ
届
け
出
た
場
合

四

指
示
の
有
効
期
間

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
は
、
令
和
二
年
十
月
九
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。



徳
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
指
示
第
三
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
押
網
（

徳
島
県
漁
業
調
整
規
則
（
昭
和
四
十
年
徳
島
県
規
則
第
五
号
）
第
三
十
七
条
第
四
号
に
規
定
す
る
漁
具
（

以
下
「
当
該
漁
具
」
と
い
う
。
）
）
を
船
舶
に
積
載
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
九
日徳
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

会
長

松

尾

國

玄

令
和
二
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
令
和
三
年
四
月
十
五
日
ま
で
の
間
は
、
当
該
漁
具
を
船
舶
に
積
載
し
て

は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
当
該
漁
具
が
積
載
さ
れ
た
船
舶
を
運
航
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得

な
い
理
由
に
よ
り
、
当
該
漁
具
を
船
舶
に
積
載
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
日
の
三
日
前
ま
で
に
徳
島
県
内

水
面
漁
場
管
理
委
員
会
に
別
記
様
式
に
よ
る
届
出
書
を
提
出
し
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。



（別記様式）

押網漁具の船舶への積載に関する届出書

令和 年 月 日

徳島県内水面漁場管理委員会会長 殿

住所

氏名 印

令和２年１０月９日付け徳島県内水面漁場管理委員会指示第３号の規定に基

づき，次のとおり届け出ます。

なお，網枠と網とは，分離した上，積載いたします。

１ 押網漁具を船舶に積載する理由（具体的に記載のこと ）。

２ 積載予定期間

３ 航行予定区域

４ 届出の対象船舶等

(1)船名

(2)漁船登録番号，船舶検査済票の番号又は船舶番号

(3)総トン数又は船舶の長さ

(4)船舶所有者の住所，氏名

(5)運航責任者の住所，氏名

(6)押網漁具の所有者の住所，氏名



徳
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
指
示
第
四
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
区
域
及

び
期
間
に
お
い
て
水
産
動
植
物
を
採
捕
す
る
こ
と
及
び
漁
場
の
使
用
を
禁
止
す
る
。

令
和
二
年
十
月
九
日徳
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

会
長

松

尾

國

玄

一

禁
止
す
る
区
域

１

吉
野
川
の
う
ち
阿
波
市
吉
野
町
西
条
字
東
須
賀
地
先
の
左
岸
国
土
交
通
省
距
離
標
二
十
・
六
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
点
か
ら
距
離
標
二
十
一
・
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
ま
で
の
区
域
の
う
ち
標
識
に
よ
っ
て

囲
ま
れ
た
区
域

２

勝
浦
川
の
う
ち
徳
島
市
丈
六
町
地
先
の
丈
六
堰
か
ら
小
松
島
市
江
田
町
越
前
地
先
の
江
田
橋
ま
で

の
区
域
の
う
ち
標
識
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

３

那
賀
川
の
う
ち
阿
南
市
上
中
町
中
原
地
先
の
国
土
交
通
省
距
離
標
六
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
か

ら
距
離
標
六
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
ま
で
の
区
域
の
う
ち
標
識
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

４

那
賀
川
の
う
ち
阿
南
市
吉
井
町
吉
井
地
先
の
国
土
交
通
省
距
離
標
十
四
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点

か
ら
距
離
標
十
四
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
ま
で
の
区
域
の
う
ち
標
識
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

５

海
部
川
の
う
ち
海
部
郡
海
陽
町
多
良
地
先
の
海
部
川
と
母
川
の
合
流
点
か
ら
上
流
へ
千
メ
ー
ト
ル

の
地
点
ま
で
の
区
域
の
う
ち
標
識
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

二

禁
止
す
る
期
間

吉
野
川

令
和
二
年
十
一
月
十
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

勝
浦
川

令
和
二
年
十
月
十
一
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
及
び
同
年
十
一
月
十
一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で

那
賀
川

令
和
二
年
十
一
月
十
一
日
か
ら
同
月
二
十
八
日
ま
で

海
部
川

令
和
二
年
十
一
月
十
一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で


